
昭和46年２月生まれ　55歳　草加市 新里町で育ち、現在は青柳に在住
草加市立両新田小学校→両新田中学校→越谷北高校→獨協大学法学部 卒業
綜合警備保障株式会社、株式会社すかいらーくでの勤務を経て独立。キャリア支援事業を展開。
【資格】・国家資格キャリアコンサルタント ・AFP ・防災士　・介護福祉士 初任者/実務者研修修了

）有保格資士縦【趣味】 ・ブラジリアン柔術（野武士 所属）・ギター　・ドローン（二等無人航空機操縦士資格保有） ）有保格資士縦

■持続可能性が問われる草加市財政■

計画には今後の見通しとして、このまま手を打たなければ、来年以降
予算が組めなくなるという、厳しい現実が明示されました。 今、
お金の使い方を、皆様とともに本当に真剣に考える段階にきています。
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草加市の現状（令和６年度決算）
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草加育ち

中期財政計画について　
政策が先行しがちだった草加市の計画に、財政の見込みを加えた「草加市中期財政計画」がようやく策定され
ました。これまでの財政白書に加え、「数字で見通し」を示したことは、大きな前進だと考えます。

これにより、現状と今後が一体的に整理され、財政運営の課題がクリアにされました。

また今後においては議員・市民の共通指針に、「進むべきか、やめるべきか、見直すべきか、あるいは投資すべ
きか」を判断する羅針盤になるものと思っております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

経常収支率
１００.７％

埼玉県内でワースト１

目標とする経常収支比率

９５％
財政健全化の目安

目標達成に必要な歳出適正化

約２９億円
経常一般財源等の削減目標

兼ねてから求めてきた「中期財政計画」が策定されました

＊経常収支比率とは、自治体の収入のうち人件費・借金返済・社会保障費など毎年必ず出ていく固定費が占める割合。
草加市は100.7％と100％を超えており、市独自の政策や不慮の事態に使えるお金がほぼない深刻な状況です。
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